
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そこで、アルチャナさんは２００３年に帰国して、女性の期待について調査しました。 
貧困女性が身に着けたい技能の TOP３が、ミシン縫製、刺繍、理容・美容だった為、それを習得する為

の職業訓練校ルーザ・トレーニングセンターを設立されました。 
ルーザとはネワール語で｢日の出｣という意味だそうです。 
これまでにルーザ・トレーニングセンターで手に職を付け自立した女性の数は８８５名になるそうです。 
維持していくのに経済面でも大変な困難がある中、日本の各方面の方々に支えられながら今日まで続け

てこられました。今後はアドバンスコースの充実も考えていらっしゃるようです。 
休憩中には、ネパールの紅茶とビスケットをみ

なさんにご試食いただきました。 
また、ネパールで生産されているパシュミナの

ストールも紹介しました。 
紅茶は少しの茶葉で色も香りも良く出て、会場

では好評でした。 
この日アルチャナさんは、黒に

豪華な刺繍の入ったとても美

しいサリーをお召しになって

いて、とてもチャーミングでし

た。女性の地位向上の為に頑張

っていらっしゃるアルチャナ

さんの、今後のご活躍を心より

期待致します。 
ありがとうございました。 
            

１１月７日(日)、ジェフリーすずかでネパールに関

する国際理解セミナーを開催しました。 
講師は、アルチャナ シュレスタ ジョシさん。 
アルチャナさんは、ネパールの首都カトマンズの隣

の古都パタン出身の女性です。 
鈴鹿国際大学で４年間勉強され、そこで日本の女性

の自立に対して強い刺激を受け、ネパールに帰国

後、女性の生活自立を目的とした職業訓練校を立ち

上げました。現在は、鈴鹿国際大学の大学院生とし

て勉学に励みながら、彼女の活動支援の輪を広げる

為の活動も積極的にしていらっしゃいます。 
アルチャナさんが日本に来て驚いたのは、１００％の

識字率と貧富の差がない、ということ。 
そして女性の社会進出が進んでいたことでした。 
日本人のおじいちゃんやおばあちゃんが新聞を読んで

いる所を見てとても驚いたそうです。 
また、ネパールは開発途上国の中でも特に開発が遅れ

ている後発開発途上国で、一人当たりの国民総所得が

３４０ドル程しかなく、特に女性の地位は低いという

ことでした。 








